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小学生の学校生活におけるストレスの実態を明らかにするために,小学校 5,6 年生 2,486 名を対象に,調査を行っ
た。その結果,友達関係が,ストレッサーにも,ストレスコーピングにもなっていた。そこで,友達関係に着目し,スト
レスを軽減することをねらいとした心理教育的プログラムを作成しその効果について評価を行った。対象は,小学










































 1) 対象: 中国地方の 1 都市 1 地区の 12 の公立小 
学校の 5,6 年生 2,484 名である。 
2) 調査期間: 平成 19 年 12 月～平成 20 年 1 月の 
間に実施した。 








4) 調査内容:  
① 学校でのストレッサー: 具体的な学業ストレ 
ッサーの経験と程度について 14 項目を尋ねた 
(神藤,1998)。 
② ストレス反応: いろいろな気持ちや体の様子
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について 17 項目を尋ねた(嶋田ら,1992)。 
③ ストレスコーピング: 具体的なストレスコー 
ピングについて 16 項目を尋ねた(神藤,1998)。 
   5) 分析方法:  
     まず,ストレスに関する実態を把握するために,
各々の調査項目の経験者率を算出した。 






 ① 学校でのストレッサー  
















































































何れも良好であった (表 1)。 
友達に仲間はずれにされた .86 -.07 -.02
友達に無視された .75 .04 -.02
だれかにいじめられた .63 -.04 .06
友達にいやなあだ名や悪口を言われた .62 .00 .00
休み時間にいっしょに遊ぶ人がいなかった .54 .02 -.03
友達とけんかをした .44 .16 .04
授業がよくわからなかった -.01 .84 -.07
新しい勉強法をおそわって大変だった -.03 .69 -.01
授業中にわからない問題をさせられた -.05 .52 .23
テストの結果が返ってきて点数が悪かった .16 .49 -.04
先生がよくわけもきいてくれずにおこった .00 -.05 .80
自分がいいと思ってしたことを先生にしかられた .03 .05 .70
α係数 .81 .73 .72







 ② ストレス反応 





と良好であった (表 2)。  
ふきげんでおこりっぽい .80 .05 -.01 -.06
キレたり、キレそうになる .80 -.03 -.04 .06
やつあたりをしたくなる .70 .07 .04 -.03
いらいらする .68 -.01 .07 .10
勉強が手につかない .05 .71 -.05 -.08
なにかに集中できない .05 .70 .01 -.08
なにもやる気がしない -.04 .66 -.04 .20
根気がない .00 .63 .06 -.09
眠れない -.04 .30 .01 .27
かなしい -.01 -.02 .84 -.03
さびしい -.03 -.01 .71 .03
泣いたり、泣きたくなる .09 -.01 .69 -.05
気持ちがしずんでいる -.02 .17 .34 .28
頭痛がする .03 -.16 -.02 .78
気持ちが悪い -.06 -.02 .14 .59
首筋や肩がこる .02 .04 -.09 .54
つかれやすい .12 .10 -.02 .53
α係数 .86 .76 .78 .70


















































































 1. 目的と方法 




1) 対象: [研究 1]と同様の地区の公立小学校 1校 
の 5 年生 2 学級 58 名(男子 17 名,女子 41 名)であ 
る。 
2) 調査期間: 2008 年 6 月から 7 月に実施した。 
3) 調査方法: 実験計画は,以下の通りである。 
(T1=1 回目調査, T2=2 回目調査, Tx=プログラム 
実施を示す) 
 介入群  T1     Tx     T2 
  統制群   T1             T2 























る教科「体育」の 5 年生の単元「心の健康」の 4
時間を使用して,実施することを試みた。 
プログラムは 1 回,1 時限(45 分),4 つのレッス
ンで構成することとした。プログラムの作成に 
   あたっては,研究 1 で行った児童の心理社会的ス 
トレスに関する研究で得られた学校ストレス要 














   法を紹介する。ワークシートを用いて,個別の活 
   動,グループ活動,全体での共有などを交えなが 






















表 4 各レッスンの目標・内容・教材 












































































































  表2 1回目(T1)・2回目(T2)調査の介入群・統制群の項目群の得点の平均・標準偏差・分散分析結果
交互作用Ｆ 値
介入群 7.81 6.83 10.44 10.36
統制群 8.82 11.68 6.00 9.71
介入群 6.63 5.31 9.44 8.69
統制群 4.90 6.56 4.52 6.45
介入群 1.11 1.83 1.22 2.36
統制群 .96 2.52 .86 1.96
介入群 4.00 3.46 2.37 2.22
統制群 3.96 3.60 2.86 3.17
介入群 4.93 3.65 3.48 3.38
統制群 4.29 3.52 3.24 3.47
介入群 2.30 2.87 1.41 2.31
統制群 2.46 3.09 1.48 2.65
介入群 3.89 3.36 2.56 2.55
統制群 3.86 3.05 2.41 2.72
介入群 4.85 3.06 5.07 3.32
統制群 5.79 2.78 5.48 2.79
介入群 4.33 2.48 3.19 2.79

















2 .01 4.09* 3 .17
Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ トライアル 群 トライアル×群心理社会的要因
 *p<.05,**p<.01,***p<.001 各要因の得点が高いほど、各要因が高いことを示す。
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Abstract: The objective of this study was to clarify the prevalence of stress which is related to school life among 
小学生の学校生活における心理社会的ストレスと心理教育的アプローチ 
－19－ 
elementary school students. Two thousand, four hundred and eighty-six (N=2,486) elementary school students 
between 5th and 6th grades completed a self-reported questionnaire. Factors of stressor, physical and psychological 
stress responses and stress coping were investigated. The results showed that the students experienced interpersonal 
relationships with friends as not only stressor but also stress coping. Based on these results, a school-based 
psychoeducational program  to prevent stress in school life among elementary school students was developed. The 
second objective of this study was to evaluate the impact of the program. Fifty-eight (N=58) 5th graders were enrolled 
in the program and completed Time 1 and Time 2 surveys. The program was implemented in one class between Time 1 
and Time 2 surveys (Intervention group), but it was not implemented in the other class between Time 1 and Time 2 
surveys (Control group). Both groups reported significant improvement in stress responses concerning emotional 
status, concentration, depressive status, and physical status. The students responded positively toward understanding 
themselves and others, being motivated to better handle stress in their own lives, and establishing adequate 
relationships with friends.  
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